
　　　　　　Ｘ・Ｙ・Ｚ３軸加速度センサー　

　　　　　　±２ｇ・±４ｇ・±８ｇ・±１６ｇ　　　　　　　　

★ST マイクロ社の超小型３軸加速度センサーを使いやすい１４ピンＤＩＰモジュール化にしました。

★Ｉ２Ｃインターフェース、ＳＰＩインターフェイス両対応です。（どちらかを選択）

★Ｘ、Ｙ、Ｚ３軸の加速度ｇが１２ビットデータで読み取れます。

★マイコンを使った測定、制御などに最適です。　★A/D コンバータ入力（３ＣＨ）もあります。

■電源電圧：ＤＣ３．３Ｖ（動作範囲：ＤＣ１．７１Ｖ～ＤＣ３．６Ｖ）

■消費電流：1 ｍＡ（Ｖｄｄ　３Ｖ）　　　　　　　　

■インターフェース：Ｉ２Ｃ、ＳＰＩのどちらかを選択できます　

 　回路図

■ピン説明■

番号 名　称 Ｉ２Ｃの場合の機能 ＳＰＩの場合の機能

1、７ ＶＤＤ 電源入力　ＤＣ１．７１Ｖ～３．６Ｖ 電源入力　ＤＣ１．７１Ｖ～３．６Ｖ

2,１０,１４ ＧＮＤ ＧＮＤ ＧＮＤ

３ SCL/SPC ＳＣＬ　シリアルクロック ＳＰＣ　シリアルポートクロック

４ SDA/SDI ＳＤＡ　シリアルデータ ＳＤＩ　シリアルデータインプット

５ SDO/SA0 ＳＡ０　スレーブアドレスの下位ビット選択 ＳＤＯ　シリアルデータアウトプット

６ ＣＳ 半田ジャンパＡを半田付するとＩ２Ｃになる ＣＳ　　チップセレクト

８ ＩＮＴ２ インターラプト２ インターラプト２

９ ＩＮＴ１ インターラプト１ インターラプト１

１１ ＡＤＣ３ Ａ／Ｄコンバータ入力１ Ａ／Ｄコンバータ入力１

１２ ＡＤＣ２ Ａ／Ｄコンバータ入力２ Ａ／Ｄコンバータ入力２

１３ ＡＤＣ１ Ａ／Ｄコンバータ入力３ Ａ／Ｄコンバータ入力３



■半田ジャンパー■

基板裏面に３箇所の半田ジャンパーがあります。それぞれ必要に応じて半田付けしてください。

Ａ：ＣＳプルアップ Ｉ２Ｃ・ＳＰＩを選択します。半田付けをするとＩ２Ｃ、半田付けしないとＳＰＩになります。

Ｂ：SCL/SDA　プル 

アップ

Ｉ２Ｃ時、半田付けをすると、SCL 信号と SDA 信号が抵抗でプルアップされます。　　　　 

ＳＰＩ時は、半田付けしないしないください。

Ｃ：SA0 プルダウン Ｉ２Ｃ時ＳＡ０（スレーブアドレスのＬＳＢ）は、必ず「１」または「０」にする必要があり

ます。半田つけすると「０」になります。 「１」にするには、ジャンパーは半田付けしないで、

５番ピン（SDA/SA0）をＶＤＤに接続します。ＳＰＩ時は半田付けしないしないください。

■Ｉ２Ｃインターフェイスでの接続■　

　１、通常は半田ジャンパー「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」を半田付けします。その場合は「Ａ」でＩ２Ｃが

　　　選択され、「Ｂ」でＩ２ＣのＳＣＬとＳＤＡがプルアップされます。

　　　「Ｃ」でスレーブアドレスが、ＷＲＩＴＥアドレス０ｘ３０（００１１００００）、ＲＥＡＤ

　　　アドレス０ｘ３１（００１１０００１）になります。

　２、マイコンとの接続は、３番ピン（ＳＣＬ）、４番ピン（ＳＤＡ）の 2 線で接続します。

■ＳＰＩインターフェイスでの接続■

　１、半田ジャンパー「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」は、すべて半田付けしません。

　２、ＳＰＣ（３番ピン）、ＳＤＩ（４番ピン）、ＳＤＯ（５番ピン）、ＣＳ（６番ピン）の４線で

　　　接続します。

　３、 ＣＳ＝Ｌでアクテイブ、クロックアイドル時＝Ｈ、クロック立ち上がりでデータ読み込みです。

■レジスタ表■

はじめに「ＷＨＯ＿ＡＭ＿Ｉ」

(0x0F）を読みます。

「ＷＨＯ＿ＡＭ＿Ｉ」は、

Ｌ I Ｓ３ＤＨと正しく通信出来てい

るか、確認する為のレジスタです。

正しく通信出来ている場合、

０ｘ３３が読み取れます。　

パワーダウンをＯＦＦにして、X 軸

Y 軸 Z 軸をイネーブルにする為に、

「ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ１」（0X20)

に０ x ７Ｆを書き込みます。

「ＯＵＴ＿Ｘ＿Ｌ」(0x28)、

「ＯＵＴ＿Ｘ＿Ｈ」(0x29)、

「ＯＵＴ＿Ｙ＿Ｌ」(0x2A)、

「ＯＵＴ＿Ｙ＿Ｈ」(0x2B)、

「ＯＵＴ＿Ｚ＿Ｌ」(0x2C)、

「ＯＵＴ＿Ｚ＿Ｈ」(0x2D)で

各軸の値を読み込みます。

詳しくは弊社ホームページの

メーカー資料をごらんください。


